
北見市における景気動向調査報告書 
< 第 Ⅰ 四 半 期 > 

 

北 見 商 工 会 議 所 

 

Ⅰ．調 査 要 領 

 

１．調査時点及び調査対象期間 

（１）調 査 時 点       平成２２年７月２３日 

（２）調査対象期間 平成２２年４月～６月期実績および平成２２年７月～９月期見通しについて   

調査した。 

２．調 査 対 象             

  北見市に所在する企業を対象に、製造業、建設業、卸売業、小売業、サービス業の５業種１５０社 

 を往復ハガキにより調査した。 

３．回 収 状 況             

 

     企業数 

業 種 
対象企業数 回答企業数 回 答 率 

製 造 業 ３０社   ２２社 ７３．３％ 

建 設 業 ３０社   ２１社 ７０．０％ 

卸 売 業 ３０社   ２５社 ８３．３％ 

小 売 業 ３５社   ２６社 ７４．３％ 

サービス業 ２５社   １５社 ６０．０％ 

合   計 １５０社  １０９社 ７２．７％ 

 

注）本調査結果の中で、Ｄ・Ｉ値とある記号は、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）で 

 好転企業割合から悪化企業割合を差し引いた値を示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ . 概   況 

 

《 全 体 の 動 き 》 

 

 平成２２年度第Ⅰ四半期<４月～６月>の北見市における業況は、前年比で「好転企業」２１．１、「悪

化企業」４８．６、「好転」から「悪化」を差し引いたＤ・Ｉ値は△２７．５となっています。このＤ・

Ｉ値を、前年同期（△４０．６）と比較してみると１３．１ポイントの回復傾向を示しています。また

前期調査<２１年度第Ⅳ四半期>との比較では、前回△２２．９→今回△２７．５と４．６ポイントの悪

化傾向を示しました。 

 今回の業況を業種別で見ると、製造業Ｄ・Ｉ値△２２．７、建設業Ｄ・Ｉ値△６１．９、卸売業Ｄ・

Ｉ値△２０．０、小売業Ｄ・Ｉ値△３４．７、サービス業Ｄ・Ｉ値△５３．４となっており、前年同期

調査と比較すると建設業で１１．９ポイント、サービス業で９．６ポイント悪化しているものの、その

他の業種では回復傾向を示しました。特に製造業では２２．８ポイントの大きな回復となっています。 

 また、来期の見通しを全業種で見ると「好転企業」１１．９％「悪化企業」５１．４％でＤ・Ｉ値△ 

３９．５と、前年同期見通し（△５１．７）に比べ１２．２ポイント回復傾向を示しているものの、Ｄ・

Ｉ値は未だマイナスであり、予断を許さない来期見通しとなっています。 

 

《 業 種 別 の 動 き 》 

     

１）製 造 業        生 産 高        前年比で「増加企業」１８．２％、「減少企業」４０．９％、 

                    Ｄ・Ｉ値△２２．７と前年同期に比べ９．２ポイントの回復傾

向を示しています。前期調査との比較では４．５ポイントの

悪化傾向を示しています。 

           採   算   前年比で「好転企業」１３．６％、「悪化企業」５０．０％、 

                    Ｄ・Ｉ値△３６．４と、前年同期に比べ９．０ポイントの回復

傾向を示しています。                   

           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△３６．４、生産高Ｄ・Ｉ値△３１．９、資 

                    金繰りＤ・Ｉ値△３１．９と、全て回復傾向にあります。特

に業況、資金繰りでは１３ポイントを超える大幅な改善とな

りました。 

 

２）建 設 業        完成工事高   前年比で「増加企業」９．５％、「減少企業」７１．４％、 

                    Ｄ・Ｉ値△６１．９と前年同期に比べ１９．１ポイントの悪化

傾向を示しており、大変厳しい状況が伺える結果となりまし

た。 

           採   算   前年比で「好転企業」９．５％、「悪化企業」７１．４％、

D・ I 値△６１．９と前年同期に比べて５．９ポイントの好転

を示していますが、悪化企業値は未だに高い状況となってい

ます。 

 

 

 

 



           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△５７．２、完成工事高Ｄ・Ｉ値△５７．２、 

                  資金繰りＤ・Ｉ値△４２．９と完成工事高がほぼ横ばいで推移

しているものの業況で２１．４ポイント、資金繰りで１６．４

ポイントの大幅な改善を示しました。 

 

３）卸 売 業   売 上 高   前年比で「増加企業」３２．０％、「減少企業」２８．０％、 

                    Ｄ・Ｉ値４．０と前年同期と比べ２３．２ポイントの大幅な回

復となり、Ｄ・Ｉ値がマイナスからプラスに転じる結果となり

ました。 

             採   算   前期比で「好転企業」３２．０％、「悪化企業」３２．０％、 

                    Ｄ・Ｉ値０と前年同期に比べ１５．５ポイント改善傾向を示し

ています。 

           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△２８．０、売上高Ｄ・Ｉ値△２０．０、資金                  

繰りＤ・Ｉ値△１６．０と、前年同期と比べ全て回復傾向を

示しており、予断は許さないものの好転の兆しが伺える来期

見通しとなっています。 

 

４）小 売 業   売 上 高   前年比で「増加企業」１５．４％「減少企業」４２．３％、 

                  Ｄ・Ｉ値△２６．９と前年同期に比べ１０．６ポイント回復傾

向を示しました。 

           採   算   前年比で「好転企業」１５．４％「悪化企業」４２．３％、 

                  Ｄ・Ｉ値△２６．９と前年同期に比べ２３．０ポイントの大幅

な好転傾向を示しました。 

           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△２３．１、売上高Ｄ・Ｉ値△２６．９、資金 

                   繰りＤ・Ｉ値△１５．４と前年同期と比べ全てのＤ・Ｉ値が好

転傾向を示しました。特に売上高で１０．５ポイント、資金繰

りでは２８．１ポイントの大幅な好転傾向を示しました。 

           

５）サービス業   売 上 高   前年比で「増加企業」２０．０％、「減少企業」６６．７％、

Ｄ・Ｉ 値△４６．７と前年同期に比べ３．３ポイント好転と、

若干ですが好転傾向を示しました。 

           採   算   前年比で「好転企業」６．７％、「悪化企業」６０．０％、 

                   Ｄ・Ｉ値△５３．３と前年同期に比べ１５．８ポイントの大幅

な悪化傾向を示しました。 

                    来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△６６．６、売上高Ｄ・Ｉ値△６０．１、資金 

                   繰りＤ・Ｉ値△３３．４と、前年同期に比べ業況のみ悪化傾向

にあるものの、売上高は２．５ポイントと若干の好転、資金繰

りは１６．６ポイントの大幅な好転となっています。 



19.7～9 19.10～12 20.1～3 20.4～6 20.7～9 20.10～12 21.1～3 21.4～6 21.7～9 21.10～12 22.1～3 22.4～7

１９年度Ⅱ １９年度Ⅲ １９年度Ⅳ ２０年度Ⅰ ２０年度Ⅱ ２０年度Ⅲ ２０年度Ⅳ ２１年度Ⅰ ２１年度Ⅱ ２１年度Ⅲ ２１年度Ⅳ ２２年度Ⅰ

全業種 -45.6 -37.2 -50.9 -52.6 -43.1 -59.2 -46.0 -44.0 -41.3 -32.5 -17.5 -33.1

製造業 -45.9 -34.9 -45.8 -47.7 -40.0 -54.2 -54.5 -45.4 -30.0 -9.6 -13.7 -36.4

建設業 -66.7 -33.4 -43.5 -69.2 -67.9 -72.5 -50.0 -67.8 -48.0 -34.8 -22.8 -61.9

卸売業 -20.0 -23.1 -52.2 -20.0 -26.9 -36.0 -26.9 -15.5 -41.7 -17.4 25.0 0.0

小売業 -50.0 -30.4 -43.0 -60.0 -42.9 -56.0 -40.9 -49.9 -26.1 -45.8 -17.3 -26.9

サービス業 -43.9 -72.2 -73.6 -70.5 -31.3 -82.3 -64.7 -37.5 -64.6 -58.8 -72.2 -53.3
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今期の採算（前年同期比）

全業種 製造業 建設業 卸売業 小売業 サービス業



業 種 別   経 営 上 の 問 題 点            

 
１ 位 ２ 位 ３ 位 ４ 位 ５ 位 

製 造 業 諸 経 費 増 得 意 先 減 少 同業者間の競合 人 件 費 増 人 材 不 足 

建 設 業 得 意 先 減 少 同業者間の競合 諸 経 費 増 人 件 費 増 人 材 不 足 

卸 売 業 得 意 先 減 少 同業者間の競合 諸 経 費 増 人 材 不 足 人 件 費 増 

小 売 業 得 意 先 減 少 同業者間の競合 諸 経 費 増 人 材 不 足 売掛金回収難 

サービス業 得 意 先 減 少 同業者間の競合 諸 経 費 増 人 材 不 足 人 件 費 増 

合   計 得 意 先 減 少 同業者間の競合 諸 経 費 増 人 材 不 足 人 件 費 増 

※ 問題点は、各業種とも３つ選択。 

○ 前年同期と比較すると全体的に「得意先減少」、「人材不足」の増加が目立ち、「同業者間の競合」「諸

経費増」は減少となっている。特に「人材不足」については各業種で増加を見せ、全業種５位以内に

入る結果となった。 

また、製造業を除く全業種で１、２、３位の結果が同じとなっており、これらの問題点は各業界はも

ちろん、地域企業全体の経営課題になっていることが伺える。 

 

※その他及び具体的な問題点の記載事項 

（建設） ○公共事業削減。（土木） 

     ○不況による工事物件の減少。（板金） 

      

（卸売） ○仕入価格の上昇が予定されている住宅着工が低調。（鉄鋼） 

     ○仕入価格が安定しない。（値上げをしても売価に転嫁できず、値下げをすれば原価割れ 

      してしまう。（鉄鋼） 

（小売） ○土・日の客足減少。（画材） 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



業 況 

 重複回答を特記すると、建設業は土木・建築、電気、管土木が悪化。卸売業は事務用品好転。サービ

ス業はクリーニング業の悪化が続いている。 

 

製造業 ⇒ 好転（重複該当なし、農業機械用金属製品、建設用金属製品、一般機械） 

        悪化（重複該当なし、食料品、木材、木製品） 

建設業 ⇒ 好転（重複該当なし、舗装・一般土木） 

        悪化（土木建築、電気、管土木、内線工事、とび土木、土木、塗装、板金、 

         管工事・冷暖房） 

  卸売業 ⇒ 好転（事務用品、青果、厨房用機械器具、自動車部品） 

        悪化（なし） 

小売業 ⇒ 好転（重複該当なし、自動車） 

        悪化（重複該当なし、衣料品、書籍、時計） 

サービス業 ⇒ 好転（重複該当なし、IT） 

          悪化（クリーニング、ホテル（宿泊）、飲食、建物清掃、理容、清掃用具賃貸） 
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